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　９年前から上古閑地区内
の県道沿いの歩道や土手の
除草・清掃活動を続け、環
境美化や住みよい地域づく
りに積極的に取り組んでい
ます。

　交通事故防止のため、12
年前から児童の登下校時に
交差点での交通安全指導を
行なっています。また、通学
路の清掃や除草活動も行な
うなど、地域の児童・生徒に
安心を与えています。

　平成８年に「合志市音声訳
ボランティアグループこだま」
の前身の立ち上げを支援し、
それ以降も「こだま」の技術
向上のため、20年間、月１
回の勉強会で音読の講師を
務めています。

　健康維持のため、平成14年の設立以来毎週１回、
黒石原コミュニティセンターで体操をしています。参
加者は高齢者が多く、地域の交流、閉じこもり防止
など、地域福祉の向上にも大きく貢献しています。

　平島区集落センターをはじめ、天神様や薬師堂
の清掃活動、樹木の剪定・除草などを10年以上行
なっています。通学路や空き地の除草、花の植栽な
ども定期的に行ない、地域の美化に貢献しています。

　泉ヶ丘中央公園の花壇の手入れを10年以上行な
っています。７月と11月の花の植え替え、真夏の
水やりなど、１年を通して美しい花壇の維持に努め
ています。（写真は代表の森 理之郎さん）

　昭和46年の原口墓地公園完成以来45年間、年10
回ほど公園の清掃や管理をしています。クラブが手入
れした桜やつつじは道行く人の目を楽しませ、公園は
地域住民の集いの場所としても親しまれています。

　菊池恵楓園入所者との文通
をきっかけに、20年にわたって
ボランティアで民謡の慰問コ
ンサートを続けています。入所
者や市民に大きな喜びと希望
を与え、両者の交流のきっかけ
づくりに大きく貢献しています。
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なぜ本市の協力隊に？
大学進学と同時に熊本市に引っ越してきました。卒業
後は熊本市や大分市で働き、縁あって再び熊本へ。今
回、合志市地域おこし協力隊の募集を知り、活動内容
の「空き家問題」に興味があったため応募しました。

３年後どんな合志市にしたいですか？
東洋経済新報社が毎年公表する「住みよさランキング
2016」で、合志市は全国43位（九州・沖縄地区1位）
でした。空き家を利活用し、地域の価値の維持・向上
を図ることで多くの人を呼び込み、これからも合志市
を「住みたいまち」「選ばれるまち」にしたいです。

※次回はもう一人の隊員、牧
ま き の う ち

野内正
まさゆき

雪さんを紹介します。

合志市の印象は？
熊本市のベッドタウンとして利便性が高く、自然豊か
で住みやすいまちという印象です。人口減少が続いて
いる市町村が多い中、合志市は人口が増え続けている
地域なので、これからもどんどん魅力的なまちになっ
ていくと思います。

どんな活動をしていますか？
空き家マイスターとして「地域住民との
空き家の発掘調査」「合志市への移住、
定住に関する情報発信」などを行ないま
す。近年、多くの市町村で発生している
空き家問題。合志市も例外ではありま
せん。空き家の利活用はもちろん、空き
家予備軍を増やさないためにも、さまざ
まな角度からアプローチしていきます。

●問い合わせ先 	 政策課　政策班（合志庁舎）
	 ☎248-1028
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